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　　　　　　　　緒　言　　泉島畿禦罐雛謙灘黎謙
近年製紅場では，生齢靱離のため課綿門に　にめ舩搬を考えた。　・thfず概生糸圧力を機禰勺セ球

おいそ醐継戯高速化レ群の生繕囎を瑠　め翻舗噸勲・と1翻腱嚇。牌そのものに，
から2総分とするものが多く・又昨年来倍総の需要が生　　生糸圧力による微少な彌み以外の大iぎな変位が起らない

じたために湯返辮の生総騒が倍力口さ泌船が　聯蝦となる．そ・で激の平廠小聯搬用V、
多くなってきている。これらの影響に，より，小枠又は大

榊殿繍鋤は㈱勺に増大する状齢ヘド　　・　s・・
枠，大枠の取扱いが粗暴な工場においては，枠の変形，

破損はもとより，繰糸故障の増加，坐糸の枠角圃薪，或

いは裂節の発坐等の思わざる被害を愛けることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

が最大の起因と考えられるが，枠上生糸圧力も同時に大

ぎな原因をなしている。この間題に関連して，既に大枠

上に加わる枠上生糸圧力1）及び玉糸繰糸中に小枠に加わ

る荷電2）をStrain　Gaugeで測定した結果が報告されて

いる。然し乍ら　Strain　Gauge　による方法は，電気li内

専門智識と多額の設備費を必要とするので，一般約には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　粋上生糸圧力測薙装罎
採用され難い。薯者等は簡単な装置で，而も容易に便い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S：生糸，R3枠手，　P：摩擦板
得る勲膜とし酔姓紐力測麟置を考案した・　　S。B．、．Sp，i。。．B。1、。ce

本法によりまつ繰糸小枠に加わる生糸圧力及び張力を測

re　tた2・3の結果を報告する。　　　　　　　　　　　て，第1図に示す如く枠手に平行に軍ね合せて取付け，

　趨稿にあたり，研究上の助言を賜わつた本学部柳沢延　　　この上に生糸を巻取る・三板の鋼板（以下これを摩擦板

N，白井戴，高糖郎石川博のnt・JiC－，叉実験に協力　とい5）のうちド燗の一1女をSp喚B・1・・ceで引抜き・

された吉池恵美子齎に対して原く感謝の意を蓑する。　　　板の滑動せんとする時の極限摩鑛力を求めた。勿論・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予め三枚の摩擦板相互の摩擦係数を求めておき，Cl）式に

　潟1定法及び装i置の試作経過　　　　　　　　　　　　　　　　よつて枠手に加わる垂直圧力を算出する。

．搬細塑些墜爆蟹遡』塑　 F－・μW・W－一
N・…一・（1）

＊本報僑の大要は昭和31年度目本獲糸学会東北信地区研　　　　但し，F：極限摩擦力，2μ：静摩擦係数（両面摩擦）

　兜発褒会において発表し7c。　　　　　　　　　　　　　W：枠手に加わる垂直圧力

es幹儒州大学識維学部　製糸研究室　　　　　　　　　　　　　is（　（1＞式より枠上生糸張力Tを求めると〔2）式の如く
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セこなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」漫せられた。なオδ鋭ミ1勺の漁壮暖｝こよる影嬰ドが：大き’いのてa・，

・T一覗・・温㍉1』…・・…・（・）　膿欝の下鰍し煽lll」定綱当り醐し

　α：枠手の支軸と枠上生糸のなす角
　尚小枠には4角，6角，8角，12角，ユ8角，円枠等の　　　　　　　　測定結果及び考察

種類があるので，これらについて枠手1ケに加わる頭i直　　　1）生糸繊度（繰糸粒付数）と枠上生糸庄力及び張力

圧力Wと枠上生糸張力Tとの関旅を承すと第1表の如く　　　との関係

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製糸工場における小枠破撮状況をlill櫨した糖果，・般

　　　　　　　　第　　1　表　　　　　　　　　に2坤繰糸の場合より1411噛鎌の場舎に破損がt：gい。従

禰数1・…uwww　　つて・・づ生糸搬艘化・て・撒脚三加び働
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1・鰐　　竃1ヒ蹴誇講みF灘俊1寸鎌詮繍肴姦

0．766T　　を1～9粒畷化し・鱗㈱孔｝浦駄1：撚眺の雄
0．518丁　　用して・，繊麟によ翻軌勲生じない様獄貢レ而も
0．348T　　　小li‘・に灘るまでal）ケソネル其の他の嫌1’1’を一・硫とした・

　　　　　　　　測定は（jo％R．　H、の下で行つた。

一　　　　　　一『｝　｝｝　｝1…rm”’－Tm”｝“’’”nv闇一『一…　　　　譲験試料：儒少卜1×白磐（ユ蛎5年．1晩秋）

　即ちT一定の場合，枠角数の増すと共にW力獣少する　　　煮　　繭；湯煮繭6分

ことはいう蔽もない・　　　一　．　　榊矧・・榊濃4・・C，繰糸臓7・．・m／mi・

縣懸難lll縢禽・撚騰鹸　　　繍蕊謝1端撚蕪t，，
敏焔柵併肌た・叉概生紐ブコカ贈払轍　 鰍賊。の粒付撫外厭り1胴迄轍したの鞘
板の醐職と共に一挙に捌呂・1す醐も筋ので，こ　ち剛定を始めてドー嚇問rl・t］隔で綿酬1に纏破

れを防止するため・ゴ備翻いて所定の構以上峨　化醐べた。第2附榊終了後嚇間条糠触嫌
け出朔飢れ蝦搬しめた・伽て・…度醗して僅　EI！Y」と醐榊尉一例で娩。
かに滑動した引抜板は，これな戻すことにより何回も引

続き測窟することが出来る。本装置を試作するにあたつ

て最も注意した部分は金属摩擦板であり，これは予め平　　　　s’o

滑に研磨した後，既知の荷薫を負祷して摩擦係数を求め　　　竺

た。使用申稽もすると表面が腐触する恐れがあり，最初は　　　鮮5

ユッケルメッキを施して用いた。然し乍らニッケルメッ　　　丑

キでは僻平滑緬が形威されず，更剛離力の継　避

な場合は，金属板相互の摩擦面が部分白勺に凝着するため　　　　1．

か，夢！抜板を引く際に摩擦面に著し㌧・傷跡を生じて測定

不能となる場合が生じた。この問題を解決するために先　　　　1．o

’づ平滑に研膳した後，摩擦板相互間に暗計油を塗布し，油

を介して摩擦係数を求め測定した結果，面の腐蝕はなく，　　　e・S

測定値の変動は漂じて，再現性に冨む値が偲られた。

つた。勿論測簸誤差を減少し正確を期するために実験の

前後に摩擦係数を測定し，必要に応じて研磨し霞しては　　　　　　第2図　繰糸粒付数と枠上生糸圧力

測定を繰返した。’又極限摩擦力Fを求めるために用い　　　図によつて明らかな如く，小枠に巻かれた瀞潤生糸は

たSpring　Balanceの感度は0・1k9のものを使用したn　　l博問経過と共に乾丈県収縮するため，枠乎に撫ます生糸賑

枠上生糸EE力そのものが可成り大きいので，一応目的は　　　力は漸時増火するが，一・方同時に生糸は枠・上で緊張され
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たまま時間効果を受けるためt応力緩和現象を伴う。従　　して繰糸中のケソネル部で受ける抵抗整に起困すること

つて，繰糸後生糸の乾脚臥縮の著るしい間e；kF．E力は増大　　　が明らかとなつた。こころみに，この実験条件下で，14

するが，生糸の含水率が平衡水分ンこ近づくと収縮と経和　　　中と21中生糸を周囲75cmの8角枠に1紹燈巻取つた場

が平衡し，その後次第に応力綬和による圧力の減少が明　　合・枠累1ケに込乞ぼ翼k糸圧力を概算してみると・．14中

らかとなり，遂にはその時の湿度に応じた1、・欄：で寮梵1す　　の場合12｛職・これに対し21　t’iiの場合は100～：U〔〕嵐に相嶺

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　することとなる。勿論，最後の項で述べるが，その時の

　次に枠上生糸張力の内容を検討すると，まず第1は煮　　　関係湿度によつて著しく変化するので・絶対値に？いて

繭された繭から繭糸を繰解する際の解翻酌孟力，ついで　　　は一慨にいう轟は出来ない。

集緒羅，ケソネル，鼓車，ガイド等でうける抵抗力（解　　　　2）棒巻き（綾なし）生糸の枠上磁糸圧力

舎予抵抗力にこれらを合せて繰糸張力ということにする）　　　　前預における繰糸後の時間経過と共に糟1上生糸圧力は

である。原料繭の性状，煮繭，繰糸の鰭撮件によつて解　　　・・一一・Et．ヒ昇し，その後減少する現禦を考えると，箔しも巻

脅予抵抗力或いは繰糸張力は異るが，冤に角煮繭により膨　　　取後塩糸張力の増大と共に総巾方尚の分力により・紹巾

潤軟和された繭糸にこれらが作figして，その張力にT・ilじ　が狭められ砿らば，当然それ㌘こ対する糸畏のゆるみを

た伸長度を保持したまま枠．Lに巻かれて固定される。棒　　　生じて張力の弛緩が起り，枠，ヒ生糸圧力は減少すると考

［r．では前述の勅燥収縮並び｛’こ応力緩和の両作用を併せた　えられる。又大量の生糸を枠」・に巻取つた場魚盗1三糸の

複維な変化を示すものである。そこで，これら相互の関係　　　糸㈱が張力の増加と共1こ変形する慕等が考えられるぐそ

な卸ゐために，解舎予抵抗力，繰糸張力及び履大檸上生糸　　　こで，これらの影響な介入せしめない条件で，綾なしの

張力を求め，夫々を対dに換算して比較したところ，第　　　棒巻き生糸について念のため突験し・枠上生糸圧力の変

と咽の如ぎ納果を褐た。　　　　　　　　化を調べたが，鄭図の如くt倉旗の場含と同様の傾向
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i、，、、，、。78，　項の場合に比して・時間的にネ1悩早い位置にあらわれる
　　　　　繰糸粒付歌　　　　，　　　　　　点である，，この最大点の偉置については，実験条件で色々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　fio　　　　40　　　60　　　S「「　　　1「sO　　　12a　　　⊃幽O　　　l60　　　】80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴボにのkva・ge　anくft）
＼Q・ｩ。一。一。　　釧図騰ぎ踊の掩ヒ蝋勘変化

　　第3図　繰糸粒付数別解箭抵抗㈲・繰糸張力P）・最　　　と変化するので，一概に速断しかねるが，少くとも一旦

　　　　　　大粋上生糸張力（e）「　　　　　　　　　　　増大した生糸圧力が再び滅少することは，生糸の枠上に

　図に示す如く，対回解舎予抵抗力1よ粒付数4～増加と共に　　　おける張力が増火すると共に塑性変形をなし，応力緩和

僅か乍ら増す傾向があるが殆んど火差なく，煩れに対す　　　現象を起すことがわかるn叉，綾振り生糸の場合，張力

る繰糸張力は粒付数の少い細繊度生糸程，ケンネル部で　　　ゐ増大と共に紹巾ヵ1僅か乍ら狭められるこ・とによる張力

受ける抵抗力が大きく，粒付数の増加と共に指数曲線III勺　　　の弛緩も全然ないとは書われない。

に械少する，ことがわかつた。従つて，枠上生糸張力は繰　　　　3）湿度による枠上生糸張力の変化

糸張力と殆んど岡様の変化を示しているa以上のことか　　　　生糸は本来極めて吸灘並び1こ放散i君iに寓むためttその

ら，生糸繊度による棒上生糸張力（対d）の差は，主と　　　物理的諸暁質が，湿度め影響を薯しく5けることは周知
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の通りである。そこで粋上生糸張力の出現範囲，小枠強　　　方3）についても検討する予矩である。

度の安全購蜘るための参考として k澱と枠上生　　　摘　要
黎講鱒べt‘ところ第5図に爪蜘き購驚枚の鋼購板とS…n，・・B・1・nceと激・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡単な枠上生糸圧力測定装隠な考案した。

e，　s，

枠
1　°・7

肇。。

酋

　0，昼

繋）

（～ド

　　　　　　2）　本裟騰によつて次の慕が明らかとなつた、，
llo

ｶ　　　　　a）糸田繊度召三糸程ケソネル抵打鴇よ大きく，我虚つて対d

騰　諦姓綴加び長助噛大する、、
ユ6ホ

　案　　　　b）枠上生糸張力及び圧力は，繰糸後生糸の麓燥収縮
1di％

　）　　　　　に伴つて増大するが，同時に応力経利現象を、生じて減
　

NO　　　　　少する・

8　　　　　　の温度と枠上生糸隈力の変化は，ほぱ生糸の吸湿及

e　　　　び放散のHy8teresis　Curveと逆の関係を添す。’

　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

0　　　　1）余田　簿震・柳原　　茂：製糸絹講演録　ω　ユ34・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ（1954）

　　　　　2）　　　一一　　　　　　　　　：　〃　　・・一一一　（5）　197，
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　　　゜　2°関轟。（％～°　8°　1°°　・）琳三螂　　・畷誌，19、ω，・・7，
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　第5図　湿度と枠上生糸張力及び生糸含水率との関係

　1），2）　の実験を参考として，温度以外の要因が介入　　　　　　　　　　　　Sllmmary

しないために，綾なし生糸について実験を行った。湿度　　　1）We　have　made　the　trial　apparatus　t（》measure

調整は硫酸並びにP・0・によつた・勿論湿度調整は行つ　　the　p，e，s。，e。f，aw，ilk　ree！，d。n・the　reel．　It

ても・測定時はDesiccatprから取り閏し，測定には1～　　　　　consists　of　three　pieces　of　friction　plates　made　of

2分を要したので，厳蜜には条件通りの値とはいえな　　　　stee1．

い0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　The　brief　results　obtained　are　as　follows，

図によつて鵬か蜘く・澱による概生綴加　　。）エ。，ilk，eeli。g　wi，h、，m。ll。。mb，，。f，。。。。n，，

変化曙しく・°％R’H鴎高勤汰1°°％R・H区の　　，h，，e、i、，。。t　f。，ce　p。，　d。。i，，　i。　acセi。。。tthe

約3倍に相当している・㈱・れらの関係をわか蜴く　K。n。，l　p。，，　wh，，e　c。、。，n．fil、m，。、、。，e，。i，，ed

するため・生細嘘灘灘のHyste「eSis　cu「ve　lt求　、。、，，h，，・s　ve，，1、，g。．　Th，，，・。，e，h，，，。、1。。。f

灘譲麟隷鷺灘、野留謙智瀦輪㎝，he
R°H内外より低齪に移される蹴・生糸の囎羅の　，e。1．heigh，。n、9，adually。、，h、，s　sh，、。k。g，　due

醐蘇と共に舳緩穐生じた働・㈲では’“Pifi夫・et　，。，h，　dec，eace　i。　w，，，，　c。。，，。，、。f，aw、ilk。

の湿度に対する最高の点をPlotした曲線である。従つて　　　　But　at　the　same　time．　the　pressure　and　ten＿

°％R’H区に贈間鮪すると調曲線の点醐少し，　、i。n。，。．，ed。、ed　by，h，、，，ess．，e1。x。、i。。．

吸湿と欺勤畷に澱する・、然し1°°％R・H迄囎　 、）・、has　b㏄。　f。u。d，h。，．，h。．c。，，el。ti。n　b，，ween

せしめて撮初の醗点に膿肌なし・・次いで再び放　　、h，　t，。，i。。。f，aw、iエk。n．th，，eel．。。d．，h，，e．

湿せしめる時醐・⑧の胴こあたる◎蝋豚す・　1、，、ve　h。midi，y　i、　i。　i。ve，se，el、，i。n舳，he

撚轟離隷霧享蠣魏讐彙摯響　・・・・・・・・・…u・v・…ab・・r・・i・n　・nd・d・・u…n・・…aw

e後は更略種繰練件該勅性能等との関係誠　　silk・
いは繰上り生糸の収縮率，収縮応力の測定についても引　　　　　（Laboratory　of　Filature・Faculty　of　textile　and

続き研究し，生糸の繰糸動によつて受けた歪みの行　　；“se「icult”「e・　Shinshu　Unive「Sity）


